
 

                              

 

 

 

 

 

「2020 年度総合車両センター業務について」の提案を受けました。概要については、下に記載

の通りです。不明な点等ございましたら、地本業務部に連絡を下さい。 
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2020年度郡山総合車両センターの業務は以下のとおりである 

2020年度は、「変革 2027」及び「グループ安全計画 2023」の方針に基づき、更なる安全・安定輸送の

提供に努めていくとともに、生産性を高めていく施策を展開していく。 

主な実施施策 

 ①車両の信頼性向上やサービス改善を図るため、本社計画修繕費工事や重点工事を実施する。 

  （※本社上申中のものと、昨年からの継続件名もある） 

②他総合車両センター及び他会社から、主電動機、空制部品及び輪軸等の検修業務を受託する。 

 ｛※昨年とほぼ同じだが、北海道からのものが無くなる。（MM、空制部品）｝ 

 ③今後の車両メンテナンスの構築に向けて継続的に検討を進めていく。 

  （※検討する中身とし、S＆Eや自動化、装置、CBMについてのデータ収集など） 

 ④次世代新幹線高速試験電車の PQ測定に対応する。 

  （※見通しとして、5～7月データ解析・測定等） 

要員関係 

 １ 2020年度の主な工事計画 

    定期検査 

    ・EC 354両 ・DC184両 ・DL22両 ・PC0両 ・FC8両 合計 568両 

    改造工事 

    ・E531系機器更新（装置・指定保全併施） ・キハ 110系只見線転用改造 

    ・E531系ワンマン化工事（※白河～黒磯間の 7両編成以外の車両） 等 

 ２ 要員関係 

    車両 １６４（+４）（※業務量としては、昨年台風の影響もあり上期 4月頃が多い） 

 ３ 車両計画 

○ 廃車計画 121両 

｛・チキ レール輸送車 6000、5500・チキ車（首都圏）・651系…8両（勝田車両センター） 

・キハ 40系…11～13両※2両海外譲渡計画があるため｝ 

実施期日 

 2020 年 4月 1日 

説明等 

 関係社員に対しては、説明会等により周知する。 

※他の補足 

 ・昨年の提案まで「主な業務の見直し」も同時に提案していたが、成案になり次第の提案となる。 

（4 月 1日から委託件名は無い） 

 ・予定として新白河研修センターの研修への郡山総合車両センターの関わりとしては、講師としての派

遣を考えている。 

以上 


